





































































　特に，食料と農業を担当している機関が 3 つあります。この 3 つともローマ，イタリアに
あります。















立記念日の）10 月 16 日は毎年，世界食料デーになっています。加盟国としては 196 カ国です。






















　この 4 つが FAO の役割だとわかっていただければと思います。
　結構大きな組織です。本部はローマ，イタリア。それから，地域事務所 5 カ所。バンコク
のも日本人が代表になっています。小沼さん。それから，地域支所が 9 カ所あって，今の私




























　それから，きょうはあって，1 週間ぐらいはあって，1 カ月ぐらいはあって，あと 2 カ月
何もないと，不安定ですね。安定性も大事です。
























　このデータ，栄養不足で困っている人間。1 か 2 か 3，どちらですか。1 だと思う方。じゃ，




ます。これは，世界の 9 人のうち 1 人が十分に食べていない。アフリカのほうへ行くと，4
人のうち 1 人。4 人家族の中で 3 人は食べますけれども，1 人は苦しんでいる。大変なこと
です。











































　リンゴを 3 個買って，きょう 1 個食べて，次の次のあさってもう 1 個食べて，1 個忘れちゃっ
て，気がついたら腐っちゃってる。捨てる。簡単に「まあまあ，リンゴ 1 個だけ。ああ，い
いわ」と捨てちゃうんです。ミルクもそうです。よくあります。買って冷蔵庫に入れて，きょ
























ら，我々の 3 分の 1 の生産が無駄になってしまうし，必要以上にスーパーへ行って買うと何
が起こるか。私は時々，仕事のお弁当，夜の 7 時か 7 時半に買いに行く場合があったんです。








が，これはさっきも申し上げましたように，3,400 人の FAO の職員の中には日本人は 50 人
しかいないんです。日本人にもほんとうは来てほしいんです。ここに来る前は雇用のチーフ






































































































　これが集落の様子です。人口が 140 人ぐらいで，世帯は 77 世帯ですけれども，昭和 30 年
後半からユズが栽培されました。ちょうど 10 年おきぐらいに，51 年には生産組合ができて，
60 年には加工が始まって，平成 13 年には大豊作になって，売り先が，それまで順調だった
んですけれども，ユズが全く売れないというようなときを迎えて，平成 16 年，このままで
はユズを切ってしまう人もたくさん出てくるし，どうしたらいいのかということで，集落の
みんなが話し合いを始めて，それで，平成 16 年に主に 4 つの団体，古座川ゆず平井婦人部，
生活改善友の会，ユズをつくる生産者，それから柚子産業振興と過疎を考える会という団体
が主になって古座川ゆず平井の里ができました。平成 16 年 4 月 1 日には設立総会をしてい
ます。




　現在 92 名の組合員さんがいるんですけれども，理事さんがその中から 11 名選ばれて，そ
こで働く若い人たちが22名ほどいます。若い人たちとおばあちゃんたちですね。5つのグルー
プから構成されています。





































































いますが，1 次産業，2 次産業，3 次産業，これが連携して 6 次産業。これは，基本的には
農家の経営の多角化であるとか，農家収入増を目指すということが目的です。こちらの図を
みていただきたいと思います。1 次＋ 2 次＋ 3 次と表示していません。全部足すと 6 になる
んですけれども，あえて 1 次× 2 次× 3 次にしています。これは，農家が参加していない，
つまり 1 次産業がゼロであれば，答えはゼロになります。足し算だと 5 になります。そこで，
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1 次産業の皆さんが中心なるという意味で，「1 × 2 × 3」という表現をしています。
　その下をご覧ください。6 次産業化の仕組みについて表現しています。これもご説明する
までもないのですが，農林水産業の皆さんが 2 次産業，3 次産業の皆さんと連携して新しい
商品・サービスを開発していく様子を表しています。後のテーマにもなっておりますけれど
も，大学との連携も非常に重要になってきます。
　6 次産業化の市場規模ですが，国レベルで見ますと，1 次産業というのは今 10 兆円ぐらい
の規模がございます。それから，食品関連の 2 次と 3 次産業をあわせると約 90 兆円で合計
100 兆円あると言われています。1 次と 2 次・3 次，ここがうまく連携して新しい商品になっ
ていく「価値連鎖」と記載してあるこの部分が 6 次産業化の市場規模を表しています。これ
が現行 1 兆円ということですが，国は平成 32 年に 10 倍の 10 兆円にしたいという目標をた
て 6 次産業の推進が図られているところであります。
　実はこういった国の動きが始まる以前から和歌山県は 6 次産業化の推進に取り組んで参り






















































































































　Day2，2014 年 6 月 23 日から 10 月 11 日ですけれども，大体夏休み期間中ですね。この間
にやったことは，畑での活動内容もあります。その中で，草引きをやったり，水やりをやっ
たり，それらを 10 名程度の学生でローテーションを組んで活動していきました。その間，




　それで，収穫祭ですね。2014 年 10 月 16 日と 11 月 4 日，2 回に分けて，待ちに待った収





けられないリスクがあると思うので，2 回に分けて，半分とって，11 月 4 日にもう半分とる。
そういったことで，自然に対するリスクを避けていきました。
　cafe WITH さん，こちらで売り出したんですけれども，僕らの活動といたしまして，今








　価格設定に関しましても cafe WITH 様に委託しました。この値段で売っていきますよと
聞いただけなので，こちらは条件は何も言わずに卸をするといった形でやっていきました。













































人中 54 人が，好きですと。その中で，女性が 38 人，そして男性が 16 人。これは一般論とし
て，スイーツなので女性が多いのかなと思っていたんですが，やはりそうだったんですね。
　なおかつ，女性と男性の割合です。10 代から 60 代まで全般にあるんですけれども，平均
してやはり女性が全体的に多いなということで，ターゲット層を女性としていきました。
　「日本で珍しいコーヒーを飲んでみたいですか？」といった答えに関して「はい」という
のが 41 人いたんです。女性が 23 人，男性が 18 人。
　その次のページをめくっていただくと，全体的に僕の予想がちょっと外れたんです。仮説




突出していたのは 250 円までと。次いで 300 円までが 2 番に多いという結果に終わったんで
すけれども，僕らが一番恐れているのは在庫リスクなんです。僕らは第 3 次産業でそういっ
たスポット販売手段というところにしか当てられなかったので，こういったところで在庫を














おります。ちなみに，1 テントの中で 4 ブースあるんです。会計とスイートポテトとコーヒー




































































































































































































































































































　組合員さんが今 92 名います。その中で選ばれた理事さんが 11 名です。現在 10 名ですけ










































































































































































も，まず，私のプレゼンの中には，FAO の職員の 3,400 人のうち日本人は何と 50 人しかい
ないんです。ところが，FAO の予算には日本は第 2 位です。アメリカが第 1 位で，日本が
第 2 位です。私も雇用の担当として日本にも来て，リクルートメントミッションといって一
生懸命日本人を探したんです。難しいです。なかなか見つからないし，見つかったとしても，









行きます。そのショートリストは大体 3 人，4 人ぐらいです。その中から，ほんとうは第 1
はこの人で，第 2 はこの人で，4 位はこの人だと。その中から事務局長が 1 人選びます。私
は事務局長のオフィスに 5 年半ほど仕事をしていたんです。それも見ていたんです。事務局
長は，こういうたくさんの書類が入ってきて，彼は読めないですから，私が読んで，1 ペー
ジだけのノートを書いて，この内容はこれがあって，第 1 はこれで，第 2 はと。でも，時に
は日本人が 3 位であっても 4 位であっても，私のレコメンデーションは「この人が一番いい
と私は思います」と言って，向こうも日本人が欲しいから，私がそう書くと必ず「じゃ，オー
ケー」と。そうしたら日本人が入ってきます。そういう場合は，本人には言わないんですよ。


































































































































　あと，和大の経済は，ざくっと申し上げますと，3 分の 1 ぐらいが女性の学生でございます。

























































































































































































強いですよね。フェイスブックとか SNS とかツイッターとか。きょう cafe WITH が出てき
ましたけれども，ぶらくり丁で細々と 10 年間やっている小さな，学生を中心とした喫茶店
ですけれども，そんなところでも，学生がお客さんを集めるのにインターネットをいろいろ
使って集めたりしているのです。すごいそういうパワーがありますから，ぜひそういう方向
も備えたようなことをやってみたらどうかなと思います。
　また，ゆず平井の里から倉岡さん，どうもありがとうございます。ほんとうにこういうい
わゆる頑張って成功している事例を見ると，励みになりますよね。要するに独立型の，地域
で頑張って，最終的な目標が地域おこしにつながっている。つまり，そこで持続可能，つま
り孫の代までそこで暮らしていけるような生産システム，生活の経済システムをつくってお
られる。最初にプレゼンをいただきましたけれども，そういったことを含めて，うちの大学
としてもいろいろ学ばせていただきたいし，また経験させていただけたらなと考えておりま
す。
　原さんからも，和歌山県の取り組みに関するご紹介をありがとうございました。これから
ストーリー性を重視した，まさにストーリーですよね。いろんな食べ物についても，かなら
ずその歴史やストーリーがありますから，そういったものを重視した商品開発についてヒン
トをいただけたと思います。また，和歌山大学に対してもさまざまな期待・抱負もありがと
うございました。
　吉村学部長から，いろいろ和歌山大学の今後について意見いただきました。また，先ほど
参加者の方からもご質問いただきましたけれども高知大学の事例はインパクトがあります。
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高知大学はすごい先進的ないろいろなことをやっていて，まさに視察に行ってみたいと思い
ますし，地域と大学と農業というのが 1 つになって，それが例えば地域おこしみたいな形に
発展していったらさらにいいのではないかと。そんな大学づくりというのも求められてい
て，そういった分野での具体的な策を吉村さんからもいただけたかなと思います。
　小林君は，正直にいろいろ語ってくれてありがとうございました。正直なところ，僕は好
きです。ある意味でこういう若さというのは前向きに突っ走ることで，それで大人の人たち
からいろいろ学んで，これからもどんどん勉強していってもらいたいと思います。また，ア
グリビジネスの教育は始まったばかりですから，これからどういうふうに発展していくの
か，まだわからないところもありますけれども，教員一丸となって頑張っていきたいと思い
ます。それから，農地を無償で貸してくださった貴志さん，本当にありがとうございました。
貴志さんのご協力がなかったら小林君たちの活動もできませんでした。
　今回，だけど，うちの大学でアグリビジネスをやろうといって，実際にやって，実際下働
きをしてくれていたのは，そこにいる上野さんとか，後ろのほうで座っていらっしゃる中筋
さん，事務の方ですけれども，卒業していろいろ手伝ってくださいました。また，事務の皆
さん，いろいろ，すみません，内輪のメンバーなんですけれども，要するに教員だけではだ
めで，こういった事務の皆さんと一緒になっていかないとできない時代に入っています。で
すから，大学としても 1 つの方向に向かって頑張りたいと思いました。
　これからの皆さんの地域の声，応援等はどんどん必要ですから，どんどん声を上げて，和
歌山大学はこんなふうにしていってよ，経済学部はこんなふうに頑張ってよみたいに言って
いただけると，そのままお声として大事に検討させて頂きたいと思いますので，ぜひこれか
らもよろしくお願いいたします。
　きょうはどうもありがとうございました。
　それでは，パネラーの 5 人の皆さんに拍手をよろしくお願いします。
　最後に，荒井信幸氏（和歌山大学経済学部副学部長）による閉会挨拶をもって，シンポジ
ウムは終了した。
